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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜隔離室使用中の患者様について＞

・畑中　成夫様～昨日の退室の促しに対し「出ます、努力します」と危険行為を行わないと自ら話されています。退室時は、衝動行為なく穏やかです。午後は、表情硬くし、神に関する発言聞かれ退室拒否しています。午前30分のみ退室しています。

夜間は、消灯後から朝まで休む事で来ています。

最近は、調子が悪いことが多く、衣類（ベスト）を着るまでに２時間位要すこともあります。出来るだけ午前と午後の２回退室できるよう本人と話し合いながら、無理をせずに声掛けしていきましょう。

・野沢　英貴様～窓開け、放尿、シーツはがし等迷惑行為は続いています。隔離開始後は、休まれているのでこのまま継続して、睡眠が確保できているか観察していきましょう。なぜ、隔離室に入らなければいけないのか問うと的外れな返答多く聞かれますが、今後も引き続き振り返りをして頂きましょう。的外れであれば、適切に迷惑行為があるからである事を伝えていきましょう。

＜新入院・要観察患者様について＞

・松橋　ヨシ様～点滴がトータルで1500ｍｌ入っています。尿意は、ありますがトイレに誘導すると時間は要しますが、排尿ある為、トイレ誘導していきましょう。点滴の自己抜針ある為、スタッフの目の届く所にいて頂くか、スタッフが一人点滴中は傍にいるようにしましょう。（一人だと寂しいとの発言あり、不安感が強い為。）

　　　　　　　　食事は、嘔気・嘔吐の為、摂取量少なめです。本日、家族の面会あり、差し入れの果物摂取出来ていた為、当分果物や口当たりの良いものを捕食と水分補給

　　　　　　　　を促していきましょう。

・黒澤　重子様～　昨日、「ラジオの音が聞こえる」（実際に２階からの騒音あり）、と静電気の電気を強く出しているとの発言聞かれています。午前中は部屋を変りたいと何度も話していましたが、入院前、グループホームへ入所していたが、そこでは、異常体験に左右された発言多く不眠が見られていたとの事で昨夜、夜間も不安感強く、床に寝る事があったため、もう少し様子を見て検討したいと思います。本人は、「先生に相談する」と話しているため、スタッフも統一した対応をしていきましょう。

・松田　富雄様～　血圧低値（70～80/40～60mmHg）、収縮期血圧のみ測定可能な事もあり）で経過している。塩分と水分制限しているが、食事は残食見られ、体重減少もあることから補食も促していきましょう。本日、パンツに暗赤色の血液付着あり、10月の血液検査のヘモグロビンは正常範囲内だが、11月定期では低値となっており貧血も見られています。消化管出血の可能性も考えられる為、主治医、内科医へ報告指示を仰ぎましょう。また、出血、血圧、顔色も注意して観察していきましょう。













